
（第三種郵便物認可） （12）2 0 2 4 年（令和 6 年）2 月 2 6 日（月曜日）

　
本
書
は
、
交
通
事
故
損
害

賠
償
法
の
創
成
期
か
ら
実
務

に
携
わ
り
、
法
理
論
を
踏
ま

え
て
そ
の
発
展
を
担
っ
た
優

れ
た
先
達
で
あ
る
伊
藤
文
夫

・
溝
辺
克
己
両
先
生
に
対
し

て
、
学
恩
に
浴
し
た
後
輩
の

人
た
ち
が
感
謝
と
惜
別
の
意

を
込
め
て
捧
げ
た
追
悼
論
文

集
で
あ
る
。

　
伊
藤
文
夫
先
生
は
、
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
（
自
賠

法
）
の
解
釈
等
、
交
通
事
故

損
害
賠
償
に
関
す
る
議
論
を

出
発
点
に
、
損
害
保
険
、
医

事
法
と
広
い
範
囲
で
論
を
展

開
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
交
通

法
学
会
、
賠
償
科
学
会
等
の

学
会
で
も
鋭
い
指
摘
を
さ
れ

て
お
ら
れ
た
。
自
動
車
保
険

料
率
算
定
会
（
当
時
）
か
ら

日
本
大
学
法
学
部
の
教
授
に

転
じ
た
後
は
、
教
育
者
と
し

て
の
側
面
を
よ
り
強
く
し
、

若
手
の
実
務
家
、
学
者
に
分

け
隔
て
な
く
助
言
し
、
人
と

人
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た

さ
れ
た
こ
と
も
忘
れ
が
た

い
。

　
溝
辺
克
己
先
生
は
、
弁
護

士
と
し
て
、
本
書
の
編
者
で

も
あ
る
高
野
真
人
弁
護
士
と

と
も
に
、
長
く
日
弁
連
交
通

事
故
相
談
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「
民
事
交
通
事
故
訴
訟
　
損

害
賠
償
額
算
定
基
準
」
（
赤

い
本
）
、
「
交
通
事
故
損
害

額
算
定
基
準
」
（
青
本
）
の

作
成
・
取
り
纏
め
に
携
わ
ら

れ
、
ま
た
、
日
本
各
地
で
の

研
修
会
等
を
通
じ
、
交
通
事

故
損
害
賠
償
実
務
に
通
じ
た

弁
護
士
の
育
成
に
尽
く
さ
れ

た
。
交
通
事
故
損
害
賠
償
を

め
ぐ
っ
て
は
、
現
在
も
新
た

な
論
点
が
生
ま
れ
、
実
務
家

と
学
者
の
間
で
忌
憚
の
な
い

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
議
論
の
土
台
を
作
り
、

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
お
一
人

で
あ
る
。

　
論
文
集
が
献
呈
さ
れ
た
両

先
生
の
お
人
柄
に
つ
い
て

は
、
本
書
冒
頭
の
藤
村
和
夫

「
俤
、
忘
れ
ま
じ
」
に
活
写

さ
れ
て
い
る
。

　
本
論
文
集
は
、
「
責
任

編
」
「
損
害
概
念
編
」
「
損

害
算
定
編
」
「
損
害
調
整

編
」
「
保
険
・
手
続
編
」
に

分
か
れ
て
、
17
の
論
文
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
益
井

公
司
「
自
動
車
事
故
に
お
け

る
名
義
貸
与
者
の
責
任
」
、

丸
山
一
朗
「
『
逸
失
利
益
』

概
念
を
再
考
す
る
」
、
山
口

斉
昭
「
死
亡
逸
失
利
益
の
定

期
金
賠
償
」
、
津
川
哲
郎

「
慰
謝
料
の
再
構
成
に
基
づ

く
新
た
な
損
害
概
念
」
、
鹿

士
眞
由
美
「
間
接
被
害
者
の

損
害
」
、
末
次
弘
明
「
家
事

従
事
者
の
消
極
損
害
算
定
に

お
け
る
基
礎
収
入
」
、
垣
内

惠
子
「
死
亡
逸
失
利
益
に
お

け
る
就
労
可
能
年
数
」
の
よ

う
に
交
通
事
故
賠
償
の
基
礎

的
論
点
に
関
わ
る
も
の
、
伊

豆
隆
義
「
減
価
償
却
費
と
営

業
損
害
と
の
関
係
」
、
松
居

英
二
「
医
学
的
立
証
と
後
遺

症
損
害
の
算
定
」
、
髙
木
宏

行
「
有
形
財
取
得
型
積
極
損

害
に
お
け
る
差
額
説
と
損
益

相
殺
の
関
係
」
の
よ
う
に
賠

償
額
算
定
の
基
礎
理
論
に
関

わ
る
も
の
、
黒
田
清
綱
「
加

重
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
、

植
草
桂
子
「
自
賠
責
保
険
に

対
す
る
被
害
者
の
請
求
と
社

会
保
険
者
の
求
償
の
優
劣
関

係
」
、
高
野
真
人
「
自
賠
法

16
条
請
求
権
の
立
替
払
論
の

問
題
点
」
の
よ
う
に
賠
償
実

務
の
現
在
の
あ
り
方
に
関
す

る
も
の
、
新
藤
え
り
な

「
（
公
財
）
日
弁
連
交
通
事

故
相
談
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
と

展
望
」
、
福
田
弥
夫
「
自
賠

責
保
険
と
交
通
事
故
被
害
者

の
救
済
」
の
よ
う
に
賠
償
実

務
の
制
度
に
関
わ
る
も
の
、

そ
し
て
、
古
笛
恵
子
「
自
動

運
転
社
会
に
お
け
る
運
行
供

用
者
責
任
」
、
木
ノ
元
直
樹

「
向
精
神
薬
と
自
動
車
運
転

の
法
的
課
題
」
の
よ
う
に
、

自
動
車
社
会
が
新
た
に
提
起

し
て
い
る
問
題
な
ど
、
極
め

て
多
彩
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
論
文
も
、
論
集

を
献
呈
さ
れ
た
両
先
生
も
深

く
携
わ
っ
た
交
通
損
害
賠
償

法
の
論
点
を
執
筆
者
の
問
題

意
識
と
現
在
の
知
見
と
社
会

状
況
の
下
で
検
討
す
る
力
作

で
あ
り
、
読
者
は
全
体
を
読

む
こ
と
で
、
現
在
の
交
通
事

故
損
害
賠
償
法
が
直
面
す
る

諸
課
題
を
自
ず
か
ら
理
解
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
優
れ
た
論
文
集

を
献
呈
さ
れ
た
両
先
生
の
遺

徳
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
ご
一
読
を

お
勧
め
す
る
次
第
で
あ
る
。
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現
在
の
交
通
事
故
損
害
賠
償
法
の
論
点
が
こ
の
１
冊
に

『�
交
通
事
故
賠
償
に
お
け
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補
償・

救
済
シ
ス
テ
ム
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課
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―
伊
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文
夫
先
生・溝
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克
己
先
生
追
悼
論
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集
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三
井
住
友
海
上

は
昨
年
10
月
21

日
、
千
葉
県
の
君

津
市
生
涯
学
習
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、

同
社
女
子
柔
道
部

お
よ
び
日
本
製
鉄

柔
道
部
に
よ
る

「
親
子
向
け
転
び

方
教
室
」
を
開
催

し
た
。

　
同
教
室
は
、
市

民
の
健
康
増
進
等

を
目
的
と
し
た
三
井
住
友

海
上
と
君
津
市
と
の
包
括

連
携
協
定
を
活
用
し
た
取

り
組
み
と
し
て
、
同
市
の

「
健
康
と
福
祉
の
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
と
の
触
れ
合
い
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
身
体
と

心
の
健
全
な
成
長
を
育
む

こ
と
、
お
よ
び
柔
道
の

「
受
け
身
」
を
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
ケ

ガ
を
し
な
い
動
作
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
日
本
製
鉄
柔

道
部
か
ら
岡
泉
顧
問
、
西

山
コ
ー
チ
、
小
川
主
将
、

佐
藤
選
手
、
大
橋
選
手
、

三
井
住
友
海
上
女
子
柔
道

部
か
ら
は
２
０
０
４
年
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
08

年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

２
大
会
連
続
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
実
績
を
持
つ
上

野
雅
恵
監
督
の
ほ
か
、
貝

山
コ
ー
チ
、
上
野
順
恵
コ

ー
チ
、
畑
田
選
手
、
井
田

選
手
、
前
田
選
手
が
参
加

し
指
導
を
行
っ
た
他
、
三

井
住
友
海
上
総
合
営
業
第

５
部
か
ら
３
人
、
同
千
葉

支
店
か
ら
４
人
の
社
員
が

参
加
。
教
室
に
は
、
親
子

15
組
、
計
30
人
が
参
加
し

た
（
子
ど
も
は
小
学
生
以

上
が
対
象
）
。

　
教
室
で
は
ま
ず
、
日
本

製
鉄
、
三
井
住
友
海
上
の

そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
・
監
督

・
コ
ー
チ
の
紹
介
を
行
っ

た
後
、
①
親
子
で
の
転
び

方
体
験
②
選
手
に
よ
る
柔

道
の
技
の
紹
介
③
ゲ
ー
ム

大
会
―
を
実
施
し
最
後
に

記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

　
親
子
で
の
転
び
方
体
験

で
は
、
三
井
住
友
海
上
女

子
柔
道
部
の
貝
山
コ
ー
チ

が
進
行
役
を
務
め
、
受
け

身
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
際
の
ケ

ガ
防
止
に
役
立
つ
動
き
が

で
き
る
こ
と
や
、
小
さ
な

子
ど
も
で
も
高
齢
者
で
も

有
効
な
動
き
で
あ
る
こ
と

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

「
本
日
参
加
さ
れ
て
い
な

い
人
や
、
体
験
に
参
加
せ

ず
畳
の
周
囲
で
観
覧
し
て

い
る
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
、
是
非
受
け
身
の
動
作

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。
体
操
を

行
っ
た
後
、
選
手
・
コ
ー

チ
が
柔
道
の
受
け
身
を
実

演
し
、
そ
の
後
に
参
加
者

が
体
験
を
行
っ
た
。
参
加

者
に
対
し
て
は
選
手
・
監

督
・
コ
ー
チ
の
い
ず
れ
か

が
付
き
添
い
、
見
本
を
見

せ
て
か
ら
動
作
を
行
っ

た
。

　
柔
道
の
技
の
紹
介
で

は
、
日
本
製
鉄
の
選
手
・

コ
ー
チ
が
担
ぎ
技
（
両
手

背
負
）
、
跳
ね
技
（
跳
腰

や
内
股
な
ど
）
４
種
類
、

三
井
住
友
海
上
の
選
手
・

コ
ー
チ
が
刈
技
（
大
内

刈
、
足
技
）
、
寝
技
４
種

類
を
紹
介
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、
日

本
製
鉄
柔
道
部
の
岡
泉
顧

問
が
子
ど
も
た
ち
と
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
、
勝
ち
残
り

上
位
者
に
景
品
を
贈
呈
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は

礼
法
の
大
切
さ
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
畳

の
上
で
全
員
で
礼
を
し
て

柔
道
の
精
神
を
感
じ
て
も

ら
い
、
そ
の
後
全
体
で
記

念
撮
影
を
行
い
イ
ベ
ン
ト

は
終
了
し
た
。

「
受
け
身
」体
験
で
ケ
ガ
を
し
な
い
動
作
指
導

柔
道
部
選
手
が「
親
子
向
け
転
び
方
教
室
」

選手らが受け身を指導

三井住友海上、日本製鉄

参加者で記念撮影


